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1. イントロダクション：生成AIから自律型エージェントへの進化
と契約交渉のパラダイムシフト 
人工知能（AI）の法務・知財分野における活用は、契約書のドラフティングやレビューを単発で支援
する「戦術的アシスタント（Tactical Assistant）」の段階から、文脈を深く理解し過去の交渉履歴を保
持した上で自律的な意思決定に寄与する「推論パートナー（Reasoning Partner）」の段階へと劇的な
進化を遂げている1。2026年現在、米国市場において最も注目されている技術的飛躍は、単なるテ
キスト生成を行う基盤モデル（Generative AI）から、特定の目標を与えられると動的に状況を判断
し、人間の直接的な介入なしにタスクを実行するエージェンティックAI（Agentic AI）への移行である2

。 

この進化の最前線にあるのが、企業間（B2B）取引における「AI同士の自律型契約交渉（AI-to-AI 
Negotiation）」の実用化である。かつては理論上の概念に過ぎなかったこの技術は、2025年から
2026年にかけて実ビジネスのプロセスに深く組み込まれるようになった。Visa社が2026年1月から2
月にかけて米国のビジネス意思決定者512名および一般消費者2,000名を対象に実施した「B2AI（
Business-to-AI）レポート」によれば、調査対象となったビジネスリーダーの半数以上がAI対AIの交
渉に対して極めてオープンな姿勢を示しており、AIが単に商取引を支援するだけでなく、当事者とし
て参加する世界への準備が急速に進んでいることが裏付けられている4。さらに、法務・知財業界に

おけるAI投資の対費用効果に関する統計データによれば、AI交渉ボットの導入によって外部の交渉
担当者（弁護士やコンサルタント）に支払う報酬コストが29%削減されたことが実証されている5。 

とりわけ、知的財産（IP）ライセンス、SaaS契約、標準必須特許（SEP）のライセンス交渉といった複雑
な権利関係と莫大な経済的価値が交差する領域において、自律型AIエージェントの導入は莫大な時
間的・金銭的コストを削減する可能性を秘めている。本レポートでは、米国における最新のAIソ
リューションの社会実装事例を詳細に分析するとともに、AIエージェントによる交渉プロセスを支える
技術的アーキテクチャ、およびそれに伴う代理法理（Agency Law）の解釈、非弁活動（UPL）規制、
秘匿特権（Attorney-Client Privilege）の喪失リスクなど、実務上不可避となる先鋭的な法的課題に
ついて網羅的かつ多角的に考察する。 

2. 米国市場を牽引する主要なAI交渉プラットフォームの技術
的躍進とポジショニング 
米国におけるAIを用いた契約交渉の自動化は、対象となる契約のリスクプロファイルや取引額、そし



て要求される専門性の高さに応じて、明確なセグメンテーションが形成されている。2026年時点にお
ける米国市場の主要なリーガルAIおよび自律交渉AIソリューションを、その得意とする業務領域（汎
用的な定型契約か、高度な知財・特許分析か）と、自律性の度合い（レビュー支援か、自律実行・交

渉か）という観点から分析すると、各プラットフォームのポジショニングが明確になる。かつてはこれら

のツールの位置づけを視覚的な散布図としてマッピングする試みもあったが、データが示す各ツー

ルの本質的な役割と市場での立ち位置は、以下の表の通りに整理することができる。 

 

プラットフォーム名 自律性の度合い（実

行能力） 
ドメインの複雑性（対

象領域） 
主要な特徴と市場で

のポジショニング 

Luminance 極めて高い（AI同士
の完全自律交渉） 

中〜高（一般企業法

務からM&Aまで） 
1億5,000万件の文
書を学習した独自

LLMによる世界初の
AI対AI自律交渉を実
現6。 

Pactum AI 極めて高い（自律型

チャットボット交渉） 
低〜中（大量・低額

の調達およびSaaS） 
パレート最適を追求

し、人間では処理し

きれないテールスペ

ンド領域の自動交渉

を独占9。 

Spellbook 中程度（ドラフト・レ

ビューのアシスト） 
中（一般企業法務・

契約プレイブック） 
Microsoft Word内に
統合され、弁護士の

日常的なワークフ

ローの中でプレイ

ブックを自動適用す

る11。 

Patlytics 高い（特許分析とラ

イセンス自律支援） 
極めて高い（高度な

知財・特許ライフサイ

クル） 

特許侵害分析、ク

レームチャート作成、

ライセンス交渉支援

など、ミスが許されな

いIP領域に特化13。 

このマトリックスが示す通り、LuminanceやPactumが汎用的な商務契約における自律交渉を牽引す
る一方、Patlyticsは知財という極めて専門的でリスクの高い領域においてエージェント化を進めてい
る。Spellbookなどのツールは、それらを統合するための基盤として人間の法務担当者を支援してい
る。 

2.1. Luminance：法務特化型LLMによる「世界初」のAI対AI完全自律交渉の
実現 



法務特化型AIを開発するLuminanceは、ケンブリッジ大学の数学者らによって設立され、1億5,000
万件以上の法的文書を学習させた独自の法務用大規模言語モデル（LLM）を基盤としている1。同社

は契約書の作成、交渉、リスクレビューのワークフロー全体を自動化しており、2024年段階で、NDA
（秘密保持契約）の交渉において「人間の介入を一切伴わない、対立する当事者間（AI対AI）の契約
交渉」に世界で初めて成功したと発表し、市場にパラダイムシフトをもたらした7。 

このAIシステムは、契約相手から提案された変更や条項の修正をリアルタイムで評価し、自社の基
準（プレイブック）に照らし合わせて自動でカウンターオファーを生成・送信することができる。これに

より、契約締結までの往復のやり取り（バック・アンド・フォース）を劇的に削減し、法務部門のリソー

スをより優先度の高い戦略的タスクに集中させることが可能となった15。現時点で1,000社以上の大
企業（AMD、Tesco、BBC Studiosなど）がLuminanceを導入しており、契約レビューの時間を90%削
減し、契約管理コストを98%削減したという驚異的な成果が報告されている7。Luminanceのマルチ
エージェントプラットフォームは、単一の作業を行うだけでなく、システムが文脈を記憶し、進化する取

引条件に適応する「推論パートナー」としての役割を確固たるものにしている1。 

2.2. Pactum AI：パレート最適を追求する調達・ライセンス領域の覇者 
エンタープライズ向け自律交渉AIをリードするPactum AIは、2025年6月にグローバルソフトウェア投
資家のInsight Partnersなどが主導するシリーズCラウンドで5,400万ドルの資金調達を実施し、累計
調達額を1億ドルに乗せた17。Pactumのアプローチの核心は、単なるコスト削減を目的としたゼロサ
ム・ゲームではなく、双方の当事者が利益を得られる「パレート最適（Pareto optimality）」な合意点を
アルゴリズムによって見つけ出すことにある10。 

PactumのAIエージェントによる処理額は直近で489%増加し、年間経常収益（ARR）は2.5倍に拡大し
た17。Honeywell、Novartis、Tetra Pakをはじめとする25社以上のGlobal 2000企業が同社の顧客と
して名を連ねている17。特に小売世界最大手のWalmartは、Pactumが開発したAI交渉チャットボット
を導入し、SaaS契約を含むサプライヤーとの商談を自動化したことで広く知られている9。Pactumの
AIエージェントは、リアルタイムでサプライヤーと対話を行い、市場トレンドや過去のデータを分析し
ながら最適な契約条件を提示する。人間が対応するにはリソースが足りない「低額だが大量の契約

（テールスペンドやロングテール・パーチェスオーダー）」において、数百万ドル規模の調達コスト削減

と、最大40%のサイクルタイム短縮を実現した9。Pactumの実績の中で最も規模の大きい取引は1億
4,050万ドルに達し、最も速い取引はAIエージェント同士の交渉によってわずか87秒で合意・署名に
至っている17。この事実は、ソフトウェアや技術ライセンスの領域において、定型化された条項に関す

る交渉が瞬時に完了する未来が既に到達していることを示している。 

2.3. SpellbookおよびJuro：プレイブックのデジタル化とワークフローへの統合 
自律型AIが交渉を実行するためには、企業側の意思決定の境界線を定義する「ルール」が必要不
可欠である。この役割を担うのが、デジタル化された「契約プレイブック」の構築支援ツールである。

Spellbookは、GPT-4やClaudeなどの最新のLLMを活用し、弁護士が日常的に使用するMicrosoft 
Wordの環境内に直接AIを埋め込むアプローチを採用している12。 

Spellbookの機能の中核は、法務チームが策定した交渉ガイドラインをAIが自動的に適用する点に
ある。企業のプレイブックには通常、自社にとって理想的な「推奨条項（Preferred Language）」、相
手方から反発があった場合に人間の承認なしに受け入れ可能な「代替・後退条項（Fallback 



Positions）」、いかなる状況下でも妥協できない「非交渉条項（Deal Breakers）」、そしてAIの権限を
超えて人間の弁護士の判断を仰ぐ「エスカレーショントリガー（Escalation Triggers）」が厳密に定義さ
れる11。Spellbookはこれらの文書化されたポジションを自動レビューのルールに変換し、リスク分析
と修正案の提示を高速化する11。 

一方、Juroのようなブラウザネイティブのプラットフォームは、契約の作成から交渉、署名までの全プ
ロセスを単一のワークスペースに統合し、法務部門だけでなく営業、人事、調達部門などの非法務

ユーザーが横断的にAIを活用できる環境を提供している12。さらに、Sirionのようなツールは、署名後
の義務管理やパフォーマンス追跡、コンプライアンス監視といったポスト・シグネチャーのガバナンス

にAIを活用している12。このように、交渉の前段階のルール設定から事後管理まで、多様なAIツール
がエコシステムを形成している。 

3. 知財・特許ライセンスに特化したAIエージェントの台頭：
Patlyticsとその競合環境 
一般的な企業法務向けのAIツールは急速に普及が進んでいるが、特許や高度な知的財産（IP）ライ
センスの領域へのAI導入は意図的に遅らされてきた経緯がある。特許実務においては、単一のク
レーム解釈の誤りや先行技術の調査漏れが、クライアントが製品を市場に投入する機会を永遠に奪

う可能性があり、企業が特定の市場に参入できるか撤退を余儀なくされるかを決定づけるほど極め

てリスクが高いからである14。この高難度の課題を解決するために登場したのが、知財ライフサイク

ル全体をカバーする専用のAIプラットフォーム「Patlytics」である。 

Patlyticsは2026年4月にSignalFireが主導するシリーズBラウンドで4,000万ドルの資金調達を完了
し、設立から3年足らずで累計調達額を約6,500万ドルにまで拡大させた13。共同創業者のPaul Lee
とArthur Jenは、発明の抽出（Invention disclosure）から特許出願のドラフティング、侵害分析、無
効資料調査、そしてライセンス交渉に向けたクレームチャートの作成に至るまで、弁理士や弁護士が

行う複雑で高度な判断を要するプロセスを自律的に支援するドメイン特化型AIエージェントを構築し
た14。 

事業会社の知財部門（Rivian、Xerox、Canon、Xiaomiなど）や、米国のトップ法律事務所（Am Law 
100）の40%以上がすでにPatlyticsを導入している14。導入企業からの報告によれば、プロジェクトに

かかる時間を最大80%削減し、特許出願1件あたり約15時間の業務時間を削減したほか、極めて労
働集約的な作業であるクレームチャートの作成において1件あたり3万ドル以上のコストを削減してい
る22。特に特許ライセンス交渉においては、人間の弁理士や弁護士の「推論パートナー」として機能

し、侵害の有無や有効性を瞬時に分析することで、交渉のテーブルにつくまでの準備期間を劇的に

短縮している13。PatlyticsのAIは、膨大な引用データや技術文献を裏付け（Citation-backed 
outputs）として出力し、AI特有のハルシネーション（もっともらしい嘘）リスクを最小限に抑える設計が
施されている23。 

2026年における特許AI市場では、PatlyticsとSolve Intelligenceの2社が激しい競争を繰り広げてい
る。両社の哲学とアプローチの違いは、現代のAIプラットフォームがドメイン専門性をどのように獲得
しているかを示す好例であるため、以下の表にその比較を整理する。 

 



比較項目 Patlytics Solve Intelligence 

直近の資金調達 $40M Series B (2026年4月) 
22 

$40M Series B (2025年12月) 
25 

累計調達額 約$65M 22 $55M以上 ($3M Seed + 
$12M Series A + $40M 
Series B) 25 

創業チームの背景 知財実務とワークフローの統

合に精通した起業家（Paul 
Lee, Arthur Jen） 14 

UCL等で機械学習のPhDを
取得した純粋なAI・ML研究
者（Chris Parsonson等） 25 

製品の哲学と設計思想 弁護士の実務（訴訟、ライセ

ンス交渉等）をエンドツーエン

ドで支援する「顧客・実務家

至上主義」22 

特許ドラフティングというプロ

セスそのものを自動化の対

象と見なす「AI研究・自動化
至上主義」25 

主要顧客・パートナー Am Law 100の40%以上、
Rivian、Google、Quinn 
Emanuel、Xiaomiなど 14 

Thomson Reuters Ventures
、Microsoft (M12) 等のバック
アップを受け急速に拡大中 25 

対象カバー範囲 発明抽出から権利化、侵害

監視、訴訟、ポートフォリオ管

理までの包括的プラット

フォーム 14 

特許ドラフティングおよび明

細書作成プロセスの高度な

自動化に特化 25 

特許ライセンス交渉においては、バイオシミラーの開発競争に見られるような、米国バイオロジクス

価格競争・イノベーション法（BPCIA）に基づく「パテントダンス（Patent Dance：参照製品スポンサーと
バイオシミラー申請者間の段階的な情報開示と交渉プロセス）」といった極めて複雑な法的手続きが

存在する27。このような局面では、AIが生成したクレームチャートの信頼性が数千万ドルのライセンス
収益を左右するため、化学構造や臨床投与パラメータに関する専門的な妥当性検証が不可欠とな

る27。Patlyticsはこうした化学・バイオ分野（chem-bio domain）の機能強化にも大規模な投資を行っ
ており、知財ライセンス交渉の基盤技術としての地位を確立しつつある13。 

4. 知財ライセンスおよび商務契約におけるAI起因の新たな実
務上の争点 
AIテクノロジーそのものを対象とする商務契約や知財ライセンス契約において、企業間の自律交渉
AIが直面する最大の課題は、従来のSaaS（Software as a Service）契約のテンプレートが全く通用し
なくなっていることである。Morgan LewisやDarrowEverettの最新の法的ガイダンスが指摘するよう
に、AIの導入は契約交渉の力学と知財の帰属ルールを根本から変容させており、以下のポイントが



契約締結プロセスにおいて最も活発に交渉される争点となっている28。 

4.1. AI生成物とファインチューニングされたモデルの知財帰属 
AIモデルは、顧客が提供するプロプライエタリな（独自の）データを用いて学習・微調整（ファイン
チューニング）されることで進化する。この際、AIが生成したアウトプット（生成物）、派生したデータ
セット、プロンプトエンジニアリングの成果物、そして微調整によって賢くなったモデルのパラメータそ

のものの知的財産権が、ベンダー側（AI開発者）と顧客側（データ提供者）のどちらに帰属するかが
決定的な争点となる28。 実例として、Amazon Web Services（AWS）は顧客がAWSのインフラ上でモ
デルをトレーニングすることを許可しているが、契約上「サービスの改善（service improvements）」
に関する広範な権利をAWS側に留保しているケースがあり、これによりAWSが顧客の微調整による
成果から間接的に利益を得る可能性が指摘されている29。契約書においては「改善（Improvements
）」の定義を網羅的に規定し、ベンダー側の標準的なサービスアップデートに関する権利は切り分け

つつも、顧客のデータに由来するモデルの洗練に対する権利を明確に保護しなければならない29。 

4.2. 学習データの利用制限と終了時の移行権限（Transition and 
Termination） 
顧客が提供したデータが、ベンダーの基盤モデルの学習に利用されるか否か（AI training data 
exclusions）は、機密保持の観点から最も厳しく交渉される28。さらに、契約終了時（トランジションお

よびターミネーション）において、微調整されたモデルのコンポーネントをどのように抽出し、顧客デー

タを完全に削除・返還するかというプロセスの取り決めが重要である28。多くの顧客は契約を別のベ

ンダーに切り替えようとする段階になって初めてこの問題の重要性に気づくが、自律交渉において

はプレイブックの必須項目（Deal Breaker）として事前に組み込まれるようになっている28。 

4.3. 規制コンプライアンスと責任分配（Regulatory Compliance Allocation） 
欧州のAI法（EU AI Act）や米国の州レベルの規制（コロラド州のAI法など）、さらには金融・ヘルスケ
ア分野の連邦ガイダンスなど、AIに関する規制環境は極めて複雑である28。AIシステムの出力によっ
て規制違反のペナルティが発生した場合、どちらの当事者がコンプライアンスの監視義務を負い、賠

償責任を負担するかの明確な割り当て（アロケーション）が求められる28。一般的なSaaS契約に見ら
れる「現状有姿（As-is）」の免責条項に依存する罠（Generic AI Disclaimer Trap）を避け、特定の
ユースケースと実際のリスクプロファイルに応じた免責・責任フレームワークを構築する必要がある28

。 

4.4. エンターテインメント分野における肖像権とデジタルレプリカ 
知財ライセンスの特殊な領域として、エンターテインメント業界におけるAI条項の標準化が挙げられ
る。2023年後半のSAG-AFTRA（米映画俳優組合）のストライキ妥結以降、エンターテインメント契約
においては、AIによって生成される肖像や音声のデジタルレプリカに関する明示的な同意要件、コン
テンツを機械学習モデルのトレーニングに使用することの禁止条項、そしてAIが支援した演技や執
筆に関するクレジット付与のルールが日常的に交渉されるようになっている31。 

5. AI-to-AI通信プロトコル（LMP）と技術的アーキテクチャの



標準化 
AIエージェント同士が交渉テーブルにつく際、人間のテキストチャットのように自然言語（英語など）で
ダラダラと長文を送り合うわけではない。確実かつ高速なトランザクションを実現し、システム間の誤

解（ハルシネーション的エラー）を防ぐために、AI同士が通信するための標準化プロトコル（Large 
Model Protocols: LMPs）が急速に台頭している32。LMPは、AIエージェントが他のAIの機能や要求事
項を「理解」し、事前のインターフェース統合なしにタスク要件を確立して結果を評価することを可能

にする32。この技術的シフトを受け、Boston Institute of Analyticsなどの先端教育機関では、マルチ
エージェントシステム（MAS）の設計やエージェント通信プロトコルをカリキュラムの必須項目として組
み込んでいる32。 

2026年に注目を集めている具体的な実装例が、AI同士の商業交渉のためのオープンプロトコルを
提供する「haggl.ai」である33。同プラットフォームは、製品のディスカバリー（Google等）からチェック
アウト決済（Stripe等）の間に位置する「交渉」プロセスをAPIとして規格化している。具体的には、バ
イヤー側のAIエージェントがベンダー側のhagglエンドポイントを発見すると、ベンダーの理想的な顧
客プロファイル（ICP）を読み取り、自社の条件や検証済みの証明シグナルを構造化されたJSON形
式のペイロードとして送信する33。 

以下は、haggl.aiのプロトコルにおいてバイヤー側AIがベンダー側AIに送信するJSONペイロードの
構造例である。 

 

JSONキー データ型 説明およびプロトコルにおけ

る役割 

verified_proofs Array バイヤーの信用度や過去の

取引実績を示す暗号化・検

証済みのシグナル（例：過去

の契約書のraw_contentや
取引額）33。 

location String サービスの提供地域や管轄

裁判所を決定するための所

在地情報（例："Paris 75011"）
33。 

open_to_additional_service
s 

Boolean クロスセルやアップセルの提

案を受け入れるかどうかのフ

ラグ（例：true）33。 

target_monthly Integer バイヤーが希望する月額の

予算上限（例：120）。ベン
ダーAIはこの数値を基に価



格のダイナミックプライシング

を実行する33。 

ベンダー側のAIはこの構造化データを受け取ると瞬時に自社のICPと照合してスコアリングを行い、
人間が介在することなくダイナミックに価格やライセンス条件を決定して送り返す。このような「ゼロク

リック・トランザクション（Zero-Click Transactions）」には、Model Context Protocol（MCP）などの最
新技術が活用されており、システム間のわずかな書式の違い（例えばセミコロンの有無）によるシス

テム障害を排除し、確実な合意形成を可能にしている32。 

6. 標準必須特許（SEP）とパテントプールにおけるAI交渉の破
壊的影響 
自律型AI交渉が米国市場において最も破壊的な影響を与え得る、そして実際に与え始めているの
が、IoT、コネクテッドカー、5G/6G通信、そしてWi-Fi技術に関連する「標準必須特許（Standard 
Essential Patents: SEP）」およびパテントプールのライセンス交渉領域である24。 

6.1. デバイスの爆発的増加とFRAND交渉の物理的限界 
Avanci、Via Licensing、Sisvel、MPEG LA、Access Advanceといった主要なパテントプール管理団体
は、多数の特許権者から通信規格に関するSEPを集約し、実施者（自動車メーカーやIoTデバイス
メーカー）に対してワンストップでライセンスを提供している24。2026年には5Gデバイスの売上が世
界で6,680億ドルに達すると予測されており、コネクテッドカーだけでなく、スマートメーター、EV充電
器、さらにはドローンに至るまで、通信技術を搭載するあらゆる業界の企業がライセンス交渉を強い

られている24。 

スマートフォン時代の少数の大手メーカー同士の「特許戦争（Patent Wars）」とは異なり、現代のIoT
エコシステムでは、通信技術の知財に精通していない数千規模の異業種メーカーと、FRAND（公平、
合理的、かつ非差別的：Fair, Reasonable and Non-Discriminatory）条件に基づく適正な実施料を個
別に交渉しなければならない39。これだけのボリュームの個別交渉を人間の手で処理することは物

理的・リソース的に事実上不可能であり、訴訟による解決もコストに見合わない35。 

6.2. AIがスケールさせるマルチモードプールのライセンスエコシステム 
ここで、AIエージェントの処理能力とプロトコル通信の価値が爆発的に高まる。2026年初頭の動向と
して、Sisvelが展開するWi-Fi 6およびWi-Fi 7のマルチモード・パテントプール（Huawei、Panasonic、
Philips、ZTE、Orangeなどが特許権者として参加）や、AvanciのWi-Fi 6ビークル・ライセンスプログラ
ムにおいて、Hewlett Packard Enterprise（HPE）やSharpといった多国籍大企業とのライセンス契約
が次々に締結されている36。 

こうした大規模プールにおいて、実施者（ライセンシー）側のAIと、特許権者またはプール管理者（ラ
イセンサー）側のAIが直接通信し、ライセンシーの事業規模、販売台数予測、使用する技術規格等
のデータを瞬時に照合するシステムの実装が進められている。AIは、過去のFRAND判例（例えば
Interdigital v. Lenovo事件などでの料率算定ロジック）や、同業他社へのライセンス料率（
Comparable licenses）の膨大なデータを学習しており、法外な特許料をふっかけることなく、経済学



的に合理的な価格帯を瞬時に提示・妥結させることができる40。これにより、交渉の長期化やホール

ドアップ問題（特許権者による過度な権利行使）、ホールドアウト問題（実施者による意図的な交渉

引き延ばし）がAIの計算能力によって排除され、より公平で透明性の高い技術標準の実装が促進さ
れる35。 

6.3. コースの定理と特許市場の摩擦ゼロ化（Coasean Patents） 
経済学の観点から見ると、AIエージェントによる特許ライセンス交渉の自動化は、市場における「コー
スの定理（Coase Theorem）」の理想形に限りなく近づく現象であると解釈できる41。取引コストがゼ

ロに近づけば、初期の権利割り当てがどのような状態であれ、リソース（特許技術）は最も価値を生

む用途・企業の元へと流れていく。 

AIエージェントは、数百万件の特許データベースと商用アプリケーションの動向を同時に検索・分析
し、人間では思いつかないような非自明なライセンスの機会を特定する41。そして、限界費用（

Marginal Cost）ほぼゼロで、数百の潜在的なライセンシーに対して同時に最適な条件でのライセン
ス提案を起案し、並行して交渉を進めることができる。これにより、これまで交渉にかかる弁護士費

用や探索コストが見合わずに放置されていた膨大な「休眠特許」が、急速に流動化し収益を生み出

す「Coasean Patents（コース的特許）」現象が米国市場で具現化しつつある41。 

7. 自律型AI交渉の法的有効性と代理法理（Agency Law）の
限界 
AI同士が自律的に交渉し、人間の明示的なクリックや物理的な署名なしに成立した契約は、法的に
有効なのだろうか。2026年時点の米国および英国などのコモンロー法域における法解釈によれば、
現行の契約法理の下でも、AIによって交渉・締結された契約は原則として有効かつ拘束力を持つと
解釈されている42。 

7.1. 契約成立要件と「技術中立性」の原則 
契約の成立には、「申込（Offer）」「承諾（Acceptance）」「約因（Consideration）」「法的関係を形成
する意思（Intention to create legal relations）」「条項の確実性（Certainty of terms）」という伝統的
な要素が必要である42。AIシステムは、事前にプログラムされた指示やプレイブックのパラメータに基
づき、法的に有効な「申込」を生成し、条件を満たしたオファーに対して無条件の「承諾」を行うことが

できる44。 

法的に重要な点は、AIシステム自体は法人格を持たないため、AI自身が契約の当事者にはなり得
ないということである42。法的には、AIが直接「申込」を行ったのではなく、そのAIを配備・運用してい
る「人間または企業（法的主体）」がエージェントを介して申込を行ったとみなされる43。米国の統一電

子取引法（UETA）や電子署名法（E-SIGN Act）、さらには国際的な電子商取引法（例えばインドIT法
第10A条など）においても、電子的手段（自動化された電子エージェント）を介して形成されたという理
由のみで契約の有効性が否定・無効化されることはないという「技術中立性（Technology-neutral）」
の原則が強固に確立している44。 

7.2. コモンローにおける代理概念との齟齬と使用者責任の類推適用 



一方で、AIの自律性が高まり、事前にプログラムされた単純なIf-Thenロジックを超えて未知の状況
に対処するようになるにつれ、従来の「代理法理（Agency Law）」との間に理論的な摩擦が生じてい
る。伝統的な英国契約法の代理法理（例えばFreeman & Lockyer v Buckhurst Park Properties事件
で示された原則）では、代理人は「本人（Principal）」の明示的または表見的な権限（Actual or 
apparent authority）の範囲内で行動し、本人を法的に拘束する43。 

しかし、AIシステムは法律上の「人格（Person）」を欠いているため、法学者の間では「コンピュータプ
ログラムはコモンロー上の代理人としては定義し得ない」とする見解も強い43。例えばシンガポール

国際商業裁判所のQuoine v B2C2事件などでは、アルゴリズムはそれを使用する人間の単なる「道
具（Instrumentalities）」であると結論づけられた45。問題は、機械学習アルゴリズムの予測不可能性

により、設計者や運用者が全く意図・予測しなかった不利な条件でAIが合意してしまった場合や、
コーディングエラーによるシステムの暴走が発生した場合である42。 

この点について、米国の法解釈は契約法から不法行為法（Tort Law）へと概念を拡張し、「使用者責
任（Respondeat Superior）」の法理を類推適用する方向に傾きつつある。つまり、AIを法的な独立
エージェントとして認めるのではなく、そのシステムを「雇用・配備」した企業が、従業員の業務中の

行為に対して責任を負うのと同様に、AIの出力結果に対する厳格なvicarious liability（代位責任）を
負うというアプローチである46。企業が商取引のためにAIエージェントに交渉権限を与える場合、合
意の意図は「AIを配備した」という事実そのものから推認されるため、「最終的な条項のテキストを人
間が読んでいなかった」「AIが勝手に合意した」という抗弁は、原則として法廷では認められない42。 

8. 非弁活動（UPL）規制と秘匿特権（Attorney-Client 
Privilege）喪失のリスク 
AIによる自律交渉の実装が企業の法務部門に浸透する中、最も先鋭的かつ実務的な議論を呼んで
いるのが「非弁活動（Unauthorized Practice of Law: UPL）」に関する各州法曹協会の規制と、訴訟
における「秘匿特権」の扱いである。米国では全州が弁護士資格を持たない者による法律業務の提

供を厳しく禁じているが、AIの自律的タスク遂行がこれに該当するかどうかは、AIの機能と人間の関
与の度合いによって評価が分かれる47。 

8.1. 自律型交渉AIとUPLのジレンマ 
前述のPactum AIの事例などが提起した最大の法的な問いは、「人間の介入なしに契約交渉を独立
して行う能力は、弁護士法で保護されるべき法律業務の遂行に該当するのではないか」という点で

ある47。単純な事実関係の収集や定型文書の出力（これ自体はUPLとならないケースが多い）を超え
て、契約書のリスクを評価し、特定の法的見解に基づき代替案を提示し、法的に拘束力のある合意

を結ぶという行為は、伝統的に法曹有資格者の専門的判断（Professional judgment）を要する、法
律業務の核心（the very heart of legal practice）である47。 

AIエージェントに契約交渉や重要意思決定を委任するという行為は、手法として非常に斬新かつ重
大な影響を及ぼすため、米国法曹協会（ABA）のModel Rules of Professional Conduct（弁護士倫
理規則）のRule 1.2等に基づき、依頼者に対してAI利用の事実を明確に開示し、十分な情報に基づく
同意（Informed Consent）を得ることが不可欠となっている49。 



8.2. ニューヨーク州およびカリフォルニア州のAI倫理ガイドラインと「グラスボッ
クス」監督 
このような状況を受け、全米の法曹協会は相次いで生成AIおよびエージェンティックAIの利用に関す
る詳細な倫理ガイドラインを発表した。 

●​ ニューヨーク州法曹協会（NYSBA）： 2024年4月にAIタスクフォース報告書を発表し、弁護士の
「適格性の義務（Duty of Competence, Rule 1.1）」の一環として、AIツールの能力と限界（ハル
シネーションやバイアスのリスク）を理解する義務があることを明記した46。また、プロンプトの

入力による情報漏洩を防ぐ「守秘義務（Duty of Confidentiality, Rule 1.6）」の観点から、エン
ゲージメントレター（委任契約書）においてAIの潜在的な利用を事前に開示することを強く推奨
している49。 

●​ カリフォルニア州法曹協会（CalBar）： 2023年11月に「法務実践における生成AI利用に関する
実践的ガイド」を公表し（これは拘束力のないベストプラクティスである）、続いて2025年から
2026年にかけて弁護士倫理規則の改訂案（人工知能に関連する規則改正案等）のパブリック
コメントを実施し、実務への適用を急いでいる52。 

これらのガイドラインに共通する核心的要請は、「グラスボックス（Glass Box）のアプローチ」の徹底
である。弁護士はAIの自律性が高まったとしても、システムの処理プロセスに対して透明性のある監
督・管理責任（Duties of Supervisory Attorneys, Rule 5.1 & 5.3）を維持しなければならない49。最終

的な法務アウトプットや合意内容を人間が理解し、承認する体制を整えなければ、UPLの幇助や倫
理違反のリスクを免れないとされている49。 

 



 
 
8.3. 秘匿特権（Attorney-Client Privilege）喪失の最新リスク：United States 
v. Heppner事件 
さらに2026年に入り、米国の企業法務実務に多大な影響を与える画期的な判決が下された。2026
年2月にニューヨーク南区連邦地方裁判所で審理されたUnited States v. Heppner事件において、
Rakoff判事は「クライアントが外部の弁護士に相談する目的で生成AI（Claude等の汎用LLM）を使用
して作成した文書ややり取りは、秘匿特権（Attorney-Client Privilege）およびワークプロダクトの法
理によって保護されない」との重要な判断を下した54。 

この裁判の経緯として、2026年2月6日に政府側がAIによる生成文書の特権除外を求める動議を提
出し、2月10日の口頭弁論を経て、2月17日にRakoff判事の意見書が公開された54。LLMプラット
フォームの多くは、前述のUPLリスクを回避するために「法的アドバイスを提供しない」旨の免責条項
を設けている。裁判所は、クライアントが自発的にそのようなAIに対してプロンプトを入力し情報を開
示する行為は、特権保護の要件である「弁護士への秘密の通信」の要件を満たしていないと判断し

たのである54。 

この判例は、知財ライセンスの戦略立案や特許侵害の評価において、企業内の担当者がオープン



なAIシステムに機密情報を入力することの訴訟上のリスク（ディスカバリー手続等で相手方に開示さ
れるリスク）を極めて高くするものである。このため、特権を維持したままAIの恩恵を享受するために
は、Patlyticsのような法律事務所や企業法務に特化し、データの秘匿性とセキュリティ（SOC 2認証
等）が担保されたクローズドなAIプラットフォームの導入が不可避となっている23。 

9. 結論および将来展望：戦略的アーキテクトとしての法務・知
財部門への移行 
米国における知財・ライセンス実務は、生成AIによる単なるドラフト支援の波を越え、AIエージェント
同士がリアルタイムで条件をすり合わせる「自律型交渉（AI-to-AI Negotiation）」の時代へと確実に
移行している。LuminanceやPactumによる定型契約の完全自動化の実証、およびPatlyticsのような
特許・知財特化型AIエージェントへの巨額の投資は、この変化が一部のテクノロジー企業による単な
る実験にとどまらず、すでに企業の競争力と利益率を左右する実務的なインフラとなっていることを

証明している。 

今後、グローバル市場において企業が特許ライセンスや技術提携を行う際、交渉のテーブルの向こ

う側にいるのは人間の弁護士やライセンスマネージャーではなく、24時間365日稼働し、過去の膨大
な判例や自社のICP（理想的顧客プロファイル）、市場のダイナミックプライシングを完全に記憶した
AIエージェントである可能性が高まっている。この不可逆的なトレンドに対し、先進的な法務・知財部
門は以下の戦略的対応を進めている。 

第一に、「契約プレイブック」の策定とデジタル化である。AIエージェントを自社に導入するにせよ、相
手方のAIに対抗するにせよ、自社の譲れないレッドライン（非交渉条項）と妥協可能なフォールバック
条項を明文化し、AIが処理可能なルールとして構造化する作業が急務である。これがなければ、
LMP（Large Model Protocols）に基づく高速な自動交渉エコシステムに乗ることはできない。 

第二に、専用かつセキュアなAIインフラへの投資である。機密情報を扱う特許分析やライセンス交渉
において、無料または汎用的なクラウドLLMを使用することは、Heppner判例が示す通り、秘匿特権
の喪失という致命的な訴訟リスクを招く。自社のプライベートデータを学習させず、法務に特化したセ

キュアなエンタープライズAIの導入が不可欠である。 

第三に、「グラスボックス」体制によるUPLリスクおよび法的責任の管理である。AIに交渉権限を委譲
する場合でも、使用者責任の法理に基づき、最終的な法的・経済的責任は企業およびそれを監督す

る法務担当者に帰属する。AIの意思決定プロセスを透明化し、例外事項に対する人間の介入（エス
カレーション）ルートを制度的に組み込むことで、現地の非弁活動規制や倫理ガイドラインを遵守す

る強固なガバナンス体制を構築する必要がある。 

AI-to-AIの交渉が普及する未来において、企業の法務・知財担当者の主たる役割は、「個別の契約
書の一言一句を修正すること」ではなく、「AIという強力な代理人の手綱を握り、自社のビジネスリス
クとリターンを正確にプログラミングする戦略的アーキテクト」へと劇的に進化しているのである。 

引用文献 

1.​ From Tactical Assistant to Reasoning Partner: The Next Era of Legal AI - 
Luminance, 5月 17, 2026にアクセス、 



https://www.luminance.com/resources/insights/from-tactical-assistant-to-reason
ing-partner-the-next-era-of-legal-ai/ 

2.​ AI's Escalating Sophistication Presents New Legal Dilemmas, 5月 17, 2026にアクセ
ス、 
https://nysba.org/ais-escalating-sophistication-presents-new-legal-dilemmas/ 

3.​ AI Agents vs. Agentic AI: A Conceptual Taxonomy, Applications and Challenges - 
arXiv, 5月 17, 2026にアクセス、 https://arxiv.org/html/2505.10468v1 

4.​ Visa Defines the Next Era of Commerce: When AI Becomes the Customer, 5月 17, 
2026にアクセス、 
https://investor.visa.com/news/news-details/2026/Visa-Defines-the-Next-Era-of-
Commerce-When-AI-Becomes-the-Customer/default.aspx 

5.​ Ai In The Law Industry Statistics | 2026 Edition - Gitnux, 5月 17, 2026にアクセス、 
https://gitnux.org/ai-in-the-law-industry-statistics/ 

6.​ Luminance Enhances the Legal Industry's Only 100% AI Autonomous Contract 
Negotiation Tool to Show the Why Behind Every Decision, and Opens It to the 
Entire Enterprise, 5月 17, 2026にアクセス、 
https://www.luminance.com/press/luminance-enhances-the-legal-industrys-only
-100-ai-autonomous-contract-negotiation-tool-to-show-the-why-behind-every
-decision-and-opens-it-to-the-entire-enterprise/ 

7.​ The Capsule Scale-Up 50 2025, 5月 17, 2026にアクセス、 
https://capsulecover.com/blog/capsule-scale-up-50-2025 

8.​ AI successfully negotiated a legal contract without human help ..., 5月 17, 2026に
アクセス、 
https://mashable.com/article/ai-successfully-negotiated-legal-contract-without-
human-help 

9.​ AI-Driven Smart Negotiation Assistant for Procurement—An Intelligent Chatbot 
for Contract Negotiation Based on Market Data and AI Algorithms - Scirp.org., 5
月 17, 2026にアクセス、 
https://www.scirp.org/journal/paperinformation?paperid=142493 

10.​Transforming Deal Making: A Look into the Four Levels of AI Negotiation 
Intelligence, 5月 17, 2026にアクセス、 
https://pactum.com/blog/transforming-deal-making-a-look-into-the-four-levels-
of-ai-negotiation-intelligence 

11.​Contract Playbook Examples and Templates - Spellbook, 5月 17, 2026にアクセス、 
https://www.spellbook.legal/learn/contract-playbook-example-template 

12.​Top AI Contract Review Tools: Specializations and Key Features | Unframe AI, 5月 
17, 2026にアクセス、 
https://www.unframe.ai/blog/top-ai-contract-review-tools-specializations-and-k
ey-features 

13.​Patlytics Raises $40 Million Series B to Expand the AI Platform Purpose-Built for IP 
Work, 5月 17, 2026にアクセス、 
https://www.morningstar.com/news/business-wire/20260408770722/patlytics-rai
ses-40-million-series-b-to-expand-the-ai-platform-purpose-built-for-ip-work 

14.​SignalFire backs Patlytics in $40M raise to automate patent drafting, litigation, and 
portfolio management - Tech Funding News, 5月 17, 2026にアクセス、 

https://www.luminance.com/resources/insights/from-tactical-assistant-to-reasoning-partner-the-next-era-of-legal-ai/
https://www.luminance.com/resources/insights/from-tactical-assistant-to-reasoning-partner-the-next-era-of-legal-ai/
https://nysba.org/ais-escalating-sophistication-presents-new-legal-dilemmas/
https://arxiv.org/html/2505.10468v1
https://investor.visa.com/news/news-details/2026/Visa-Defines-the-Next-Era-of-Commerce-When-AI-Becomes-the-Customer/default.aspx
https://investor.visa.com/news/news-details/2026/Visa-Defines-the-Next-Era-of-Commerce-When-AI-Becomes-the-Customer/default.aspx
https://gitnux.org/ai-in-the-law-industry-statistics/
https://www.luminance.com/press/luminance-enhances-the-legal-industrys-only-100-ai-autonomous-contract-negotiation-tool-to-show-the-why-behind-every-decision-and-opens-it-to-the-entire-enterprise/
https://www.luminance.com/press/luminance-enhances-the-legal-industrys-only-100-ai-autonomous-contract-negotiation-tool-to-show-the-why-behind-every-decision-and-opens-it-to-the-entire-enterprise/
https://www.luminance.com/press/luminance-enhances-the-legal-industrys-only-100-ai-autonomous-contract-negotiation-tool-to-show-the-why-behind-every-decision-and-opens-it-to-the-entire-enterprise/
https://capsulecover.com/blog/capsule-scale-up-50-2025
https://mashable.com/article/ai-successfully-negotiated-legal-contract-without-human-help
https://mashable.com/article/ai-successfully-negotiated-legal-contract-without-human-help
https://www.scirp.org/journal/paperinformation?paperid=142493
https://pactum.com/blog/transforming-deal-making-a-look-into-the-four-levels-of-ai-negotiation-intelligence
https://pactum.com/blog/transforming-deal-making-a-look-into-the-four-levels-of-ai-negotiation-intelligence
https://www.spellbook.legal/learn/contract-playbook-example-template
https://www.unframe.ai/blog/top-ai-contract-review-tools-specializations-and-key-features
https://www.unframe.ai/blog/top-ai-contract-review-tools-specializations-and-key-features
https://www.morningstar.com/news/business-wire/20260408770722/patlytics-raises-40-million-series-b-to-expand-the-ai-platform-purpose-built-for-ip-work
https://www.morningstar.com/news/business-wire/20260408770722/patlytics-raises-40-million-series-b-to-expand-the-ai-platform-purpose-built-for-ip-work


https://techfundingnews.com/patlytics-40m-series-b-ai-patent-software/ 
15.​Negotiate - Luminance, 5月 17, 2026にアクセス、 

https://www.luminance.com/negotiate/ 
16.​Luminance: Legal-Grade™ AI, 5月 17, 2026にアクセス、 

https://www.luminance.com/ 
17.​Pactum Secures $54 Million in Series C Funding - 13:00:00 09 Jun ..., 5月 17, 2026
にアクセス、 
https://www.londonstockexchange.com/news-article/market-news/pactum-secu
res-54-million-in-series-c-funding/17076689 

18.​The Age of Embedded Intelligence: Vertical Software's Foundational Role in an 
Agentic World - William Blair, 5月 17, 2026にアクセス、 
https://www.williamblair.com/-/media/downloads/eqr/2026/williamblair_the-age-of
-embedded-intelligence.pdf 

19.​Agentic AI is turning long-tail purchase orders into true cost savings, 5月 17, 2026
にアクセス、 
https://www.scmr.com/article/agentic-ai-is-turning-long-tail-purchase-orders-int
o-true-cost-savings 

20.​Spellbook: Legal AI Contract Review & Drafting, 5月 17, 2026にアクセス、 
https://spellbook.com/ 

21.​A Practical Guide: Using ChatGPT to Identify and Analyze Contract Risks - 
Spellbook, 5月 17, 2026にアクセス、 
https://www.spellbook.legal/learn/chatgpt-for-contract-risk-analysis 

22.​Patlytics Raises $40 Million Series B to Expand the AI Platform ..., 5月 17, 2026にア
クセス、 
https://www.businesswire.com/news/home/20260408770722/en/Patlytics-Raises-
%2440-Million-Series-B-to-Expand-the-AI-Platform-Purpose-Built-for-IP-Work 

23.​Which AI Tools Are Best for Patent Quality Improvement? - Cypris, 5月 17, 2026に
アクセス、 
https://www.cypris.ai/insights/which-ai-tools-are-best-for-patent-quality-improv
ement 

24.​Sponsors: IPBC Global 2026 - Events, 5月 17, 2026にアクセス、 
https://ipbc.iam-media.com/ipbcglobal2026/10518832?ref=LEXLISTING 

25.​Solve Intelligence vs Patlytics: full comparison (2026) - Blog - Patentext, 5月 17, 
2026にアクセス、 
https://blog.patentext.com/blog-posts/solve-intelligence-vs-patlytics 

26.​Top Iolite Matter Management Alternatives in 2026 - Slashdot, 5月 17, 2026にアク
セス、 https://slashdot.org/software/p/Iolite-Matter-Management/alternatives 

27.​The Future of Patent Intelligence Tools: How AI is Revolutionizing the Landscape, 5
月 17, 2026にアクセス、 
https://www.drugpatentwatch.com/blog/the-future-of-patent-intelligence-tools-
how-ai-is-revolutionizing-the-landscape/ 

28.​Negotiating AI Provisions in Commercial and Technology Contracts: Where the 
Market Is Heading, The Licensing Journal - Morgan Lewis, 5月 17, 2026にアクセス、 
https://www.morganlewis.com/-/media/files/publication/outside-publication/articl
e/2026/negotiating-ai-provisions-in-commercial-and-technology-contracts-whe

https://techfundingnews.com/patlytics-40m-series-b-ai-patent-software/
https://www.luminance.com/negotiate/
https://www.luminance.com/
https://www.londonstockexchange.com/news-article/market-news/pactum-secures-54-million-in-series-c-funding/17076689
https://www.londonstockexchange.com/news-article/market-news/pactum-secures-54-million-in-series-c-funding/17076689
https://www.williamblair.com/-/media/downloads/eqr/2026/williamblair_the-age-of-embedded-intelligence.pdf
https://www.williamblair.com/-/media/downloads/eqr/2026/williamblair_the-age-of-embedded-intelligence.pdf
https://www.scmr.com/article/agentic-ai-is-turning-long-tail-purchase-orders-into-true-cost-savings
https://www.scmr.com/article/agentic-ai-is-turning-long-tail-purchase-orders-into-true-cost-savings
https://spellbook.com/
https://www.spellbook.legal/learn/chatgpt-for-contract-risk-analysis
https://www.businesswire.com/news/home/20260408770722/en/Patlytics-Raises-%2440-Million-Series-B-to-Expand-the-AI-Platform-Purpose-Built-for-IP-Work
https://www.businesswire.com/news/home/20260408770722/en/Patlytics-Raises-%2440-Million-Series-B-to-Expand-the-AI-Platform-Purpose-Built-for-IP-Work
https://www.cypris.ai/insights/which-ai-tools-are-best-for-patent-quality-improvement
https://www.cypris.ai/insights/which-ai-tools-are-best-for-patent-quality-improvement
https://ipbc.iam-media.com/ipbcglobal2026/10518832?ref=LEXLISTING
https://blog.patentext.com/blog-posts/solve-intelligence-vs-patlytics
https://slashdot.org/software/p/Iolite-Matter-Management/alternatives
https://www.drugpatentwatch.com/blog/the-future-of-patent-intelligence-tools-how-ai-is-revolutionizing-the-landscape/
https://www.drugpatentwatch.com/blog/the-future-of-patent-intelligence-tools-how-ai-is-revolutionizing-the-landscape/
https://www.morganlewis.com/-/media/files/publication/outside-publication/article/2026/negotiating-ai-provisions-in-commercial-and-technology-contracts-where-the-market-is-heading-the-licensing-journal.pdf
https://www.morganlewis.com/-/media/files/publication/outside-publication/article/2026/negotiating-ai-provisions-in-commercial-and-technology-contracts-where-the-market-is-heading-the-licensing-journal.pdf


re-the-market-is-heading-the-licensing-journal.pdf 
29.​Key IP Licensing Considerations in AI Technology Agreements - DarrowEverett 

LLP, 5月 17, 2026にアクセス、 
https://darroweverett.com/ai-technology-agreements-licensing-legal-analysis/ 

30.​Negotiating AI Provisions in Commercial and Technology Contracts: Where the 
Market Is Heading, The Licensing Journal - Morgan Lewis, 5月 17, 2026にアクセス、 
https://www.morganlewis.com/pubs/2026/05/negotiating-ai-provisions-in-comm
ercial-and-technology-contracts-where-the-market-is-heading-the-licensing-jo
urnal 

31.​Best AI Tools for Entertainment Law Contracts 2026 - Bind, 5月 17, 2026にアクセ
ス、 
https://bindlegal.com/resources/best-software/best-ai-entertainment-law-contra
cts/ 

32.​AI-to-AI Communication Explained Why It Matters 2026 - Boston Institute of 
Analytics, 5月 17, 2026にアクセス、 
https://bostoninstituteofanalytics.org/blog/what-is-ai-to-ai-communication-and-
why-it-matters-in-2026/ 

33.​haggl.ai Negotiation Protocol — Open Standard for AI Agent Commerce, 5月 17, 
2026にアクセス、 https://www.haggl.ai/protocol 

34.​The Digital Handshake: The Ethics of AI-to-AI Negotiation in 2026, 5月 17, 2026に
アクセス、 https://www.mexc.com/news/754413 

35.​SCP/37/9 - Standing Committee on the Law of Patents, 5月 17, 2026にアクセス、 
https://www.wipo.int/edocs/mdocs/scp/en/scp_37/scp_37_9.pdf 

36.​WiFi 6 pools gaining significant momentum: HPE signs up to Sisvel Multimode 
pool, Sharp joins Avanci WiFi 6 Vehicle licensing program as licensor - ip fray, 5月 
17, 2026にアクセス、 
https://ipfray.com/wifi-6-pools-gaining-significant-momentum-hpe-signs-up-to-
sisvel-multimode-pool-sharp-joins-avanci-wifi-6-vehicle-licensing-program-as-li
censor/ 

37.​Driving NEC's Next Growth Research and Development of advanced technologies 
and creation of new businesses, 5月 17, 2026にアクセス、 
https://www.nec.com/en/global/ir/pdf/library/231215/231215_01.pdf 

38.​Antitrust Policy Toward Patent Licensing: Why Negotiation Matters - University of 
Minnesota Law School Scholarship Repository, 5月 17, 2026にアクセス、 
https://scholarship.law.umn.edu/cgi/viewcontent.cgi?article=1495&context=mjlst 

39.​5G Patents - IEEE ComSoc Technology Blog, 5月 17, 2026にアクセス、 
https://techblog.comsoc.org/category/5g-patents/ 

40.​May 31, 2024 Information Technology Laboratory National Institute of Standards 
and Technology 100 Bureau Drive Gaithersburg, Mar - Regulations.gov, 5月 17, 
2026にアクセス、 
https://downloads.regulations.gov/NIST-2024-0001-0078/attachment_1.pdf 

41.​The Coasean Singularity in Patents - symmetry, broken, 5月 17, 2026にアクセス、 
https://www.symmetrybroken.com/coasean-patents/ 

42.​Legal Validity of AI-Negotiated Contracts: Enforceability and Risk in 2026 - 
Medium, 5月 17, 2026にアクセス、 

https://www.morganlewis.com/-/media/files/publication/outside-publication/article/2026/negotiating-ai-provisions-in-commercial-and-technology-contracts-where-the-market-is-heading-the-licensing-journal.pdf
https://darroweverett.com/ai-technology-agreements-licensing-legal-analysis/
https://www.morganlewis.com/pubs/2026/05/negotiating-ai-provisions-in-commercial-and-technology-contracts-where-the-market-is-heading-the-licensing-journal
https://www.morganlewis.com/pubs/2026/05/negotiating-ai-provisions-in-commercial-and-technology-contracts-where-the-market-is-heading-the-licensing-journal
https://www.morganlewis.com/pubs/2026/05/negotiating-ai-provisions-in-commercial-and-technology-contracts-where-the-market-is-heading-the-licensing-journal
https://bindlegal.com/resources/best-software/best-ai-entertainment-law-contracts/
https://bindlegal.com/resources/best-software/best-ai-entertainment-law-contracts/
https://bostoninstituteofanalytics.org/blog/what-is-ai-to-ai-communication-and-why-it-matters-in-2026/
https://bostoninstituteofanalytics.org/blog/what-is-ai-to-ai-communication-and-why-it-matters-in-2026/
https://www.haggl.ai/protocol
https://www.mexc.com/news/754413
https://www.wipo.int/edocs/mdocs/scp/en/scp_37/scp_37_9.pdf
https://ipfray.com/wifi-6-pools-gaining-significant-momentum-hpe-signs-up-to-sisvel-multimode-pool-sharp-joins-avanci-wifi-6-vehicle-licensing-program-as-licensor/
https://ipfray.com/wifi-6-pools-gaining-significant-momentum-hpe-signs-up-to-sisvel-multimode-pool-sharp-joins-avanci-wifi-6-vehicle-licensing-program-as-licensor/
https://ipfray.com/wifi-6-pools-gaining-significant-momentum-hpe-signs-up-to-sisvel-multimode-pool-sharp-joins-avanci-wifi-6-vehicle-licensing-program-as-licensor/
https://www.nec.com/en/global/ir/pdf/library/231215/231215_01.pdf
https://scholarship.law.umn.edu/cgi/viewcontent.cgi?article=1495&context=mjlst
https://techblog.comsoc.org/category/5g-patents/
https://downloads.regulations.gov/NIST-2024-0001-0078/attachment_1.pdf
https://www.symmetrybroken.com/coasean-patents/


https://medium.com/@corridalegal/legal-validity-of-ai-negotiated-contracts-enfo
rceability-and-risk-in-2026-8e4c45323929 

43.​What is the impact of agentic AI on English contract law? - Browne Jacobson LLP, 
5月 17, 2026にアクセス、 
https://www.brownejacobson.com/insights/the-impact-of-agentic-ai-on-english-
contract-law 

44.​4 Pillars of AI Contracts Validity: A 2025 Legal Guide - The Kanoon Advisors, 5月 
17, 2026にアクセス、 
https://thekanoonadvisors.com/4-pillars-of-ai-contracts-validity-a-2025-legal-gu
ide/ 

45.​CONTRACTING BY ARTIFICIAL INTELLIGENCE: OPEN OFFERS, UNILATERAL 
MISTAKES, AND WHY ALGORITHMS ARE NOT AGENTS, 5月 17, 2026にアクセス、 
https://anujolt.org/article/24466-contracting-by-artificial-intelligence-open-offers
-unilateral-mistakes-and-why-algorithms-are-not-agents.pdf 

46.​Agents of Disruption: Legal Dilemmas and the Future of AI - New York State Bar 
Association, 5月 17, 2026にアクセス、 
https://nysba.org/wp-content/uploads/2025/09/jrnl_fall-2025_9-22-25-FINAL-WE
B.pdf 

47.​Are A.I. Lawyers a Legal Product or Legal Service?:Why Current UPL Laws Are Not 
Up to the Task of Regulating Autonomous A.I. Actors, 5月 17, 2026にアクセス、 
https://hofstralawreview.org/wp-content/uploads/2025/03/AA.3.Steward.pdf 

48.​AI & the Law: Who's Drawing the Line? - ContractKen, 5月 17, 2026にアクセス、 
https://www.contractken.com/post/ai-the-law-whos-drawing-the-line 

49.​Algorithmic Ethics in an Era of Agentic AI Advocacy: An Analysis of AI's Impact on 
the Model Rules of Professional Conduct and - Digital Commons at St. Mary's 
University, 5月 17, 2026にアクセス、 
https://commons.stmarytx.edu/cgi/viewcontent.cgi?article=1193&context=lmej 

50.​Robots, Rules, and Responsibility: Ethics for Lawyers in the AI Era - South Carolina 
Association of Counties, 5月 17, 2026にアクセス、 
https://www.sccounties.org/sites/default/files/uploads/meetings/attorneys-institut
e/2025/robots-rules-and-responsibility-article.pdf 

51.​RECENT TRENDS AND DEVELOPMENTS IN ARTIFICIAL INTELLIGENCE AND 
DIGITAL TECHNOLOGIES Presidential Task Force on Artificial - New York City Bar 
Association, 5月 17, 2026にアクセス、 
https://www.nycbar.org/wp-content/uploads/2026/04/20221576-AnnualReportRe
centTrendsAndDevelopmentsAI.pdf 

52.​The State Bar of California: Home, 5月 17, 2026にアクセス、 
https://www.calbar.ca.gov/ 

53.​AI in the California Legal Profession: Dangers and Guidelines, 5月 17, 2026にアクセ
ス、 https://www.procopio.com/resource/ai-and-the-law 

54.​United States v. Heppner - Harvard Law Review, 5月 17, 2026にアクセス、 
https://harvardlawreview.org/blog/2026/03/united-states-v-heppner/ 

https://medium.com/@corridalegal/legal-validity-of-ai-negotiated-contracts-enforceability-and-risk-in-2026-8e4c45323929
https://medium.com/@corridalegal/legal-validity-of-ai-negotiated-contracts-enforceability-and-risk-in-2026-8e4c45323929
https://www.brownejacobson.com/insights/the-impact-of-agentic-ai-on-english-contract-law
https://www.brownejacobson.com/insights/the-impact-of-agentic-ai-on-english-contract-law
https://thekanoonadvisors.com/4-pillars-of-ai-contracts-validity-a-2025-legal-guide/
https://thekanoonadvisors.com/4-pillars-of-ai-contracts-validity-a-2025-legal-guide/
https://anujolt.org/article/24466-contracting-by-artificial-intelligence-open-offers-unilateral-mistakes-and-why-algorithms-are-not-agents.pdf
https://anujolt.org/article/24466-contracting-by-artificial-intelligence-open-offers-unilateral-mistakes-and-why-algorithms-are-not-agents.pdf
https://nysba.org/wp-content/uploads/2025/09/jrnl_fall-2025_9-22-25-FINAL-WEB.pdf
https://nysba.org/wp-content/uploads/2025/09/jrnl_fall-2025_9-22-25-FINAL-WEB.pdf
https://hofstralawreview.org/wp-content/uploads/2025/03/AA.3.Steward.pdf
https://www.contractken.com/post/ai-the-law-whos-drawing-the-line
https://commons.stmarytx.edu/cgi/viewcontent.cgi?article=1193&context=lmej
https://www.sccounties.org/sites/default/files/uploads/meetings/attorneys-institute/2025/robots-rules-and-responsibility-article.pdf
https://www.sccounties.org/sites/default/files/uploads/meetings/attorneys-institute/2025/robots-rules-and-responsibility-article.pdf
https://www.nycbar.org/wp-content/uploads/2026/04/20221576-AnnualReportRecentTrendsAndDevelopmentsAI.pdf
https://www.nycbar.org/wp-content/uploads/2026/04/20221576-AnnualReportRecentTrendsAndDevelopmentsAI.pdf
https://www.calbar.ca.gov/
https://www.procopio.com/resource/ai-and-the-law
https://harvardlawreview.org/blog/2026/03/united-states-v-heppner/

	米国における企業間知財ライセンス実務の変革：AI同士の自律型契約交渉（AI-to-AI Negotiation）の最新動向と法的・倫理的課題 
	Gemini 3.1 pro 
	1. イントロダクション：生成AIから自律型エージェントへの進化と契約交渉のパラダイムシフト 
	2. 米国市場を牽引する主要なAI交渉プラットフォームの技術的躍進とポジショニング 
	2.1. Luminance：法務特化型LLMによる「世界初」のAI対AI完全自律交渉の実現 
	2.2. Pactum AI：パレート最適を追求する調達・ライセンス領域の覇者 
	2.3. SpellbookおよびJuro：プレイブックのデジタル化とワークフローへの統合 

	3. 知財・特許ライセンスに特化したAIエージェントの台頭：Patlyticsとその競合環境 
	4. 知財ライセンスおよび商務契約におけるAI起因の新たな実務上の争点 
	4.1. AI生成物とファインチューニングされたモデルの知財帰属 
	4.2. 学習データの利用制限と終了時の移行権限（Transition and Termination） 
	4.3. 規制コンプライアンスと責任分配（Regulatory Compliance Allocation） 
	4.4. エンターテインメント分野における肖像権とデジタルレプリカ 

	5. AI-to-AI通信プロトコル（LMP）と技術的アーキテクチャの標準化 
	6. 標準必須特許（SEP）とパテントプールにおけるAI交渉の破壊的影響 
	6.1. デバイスの爆発的増加とFRAND交渉の物理的限界 
	6.2. AIがスケールさせるマルチモードプールのライセンスエコシステム 
	6.3. コースの定理と特許市場の摩擦ゼロ化（Coasean Patents） 

	7. 自律型AI交渉の法的有効性と代理法理（Agency Law）の限界 
	7.1. 契約成立要件と「技術中立性」の原則 
	7.2. コモンローにおける代理概念との齟齬と使用者責任の類推適用 

	8. 非弁活動（UPL）規制と秘匿特権（Attorney-Client Privilege）喪失のリスク 
	8.1. 自律型交渉AIとUPLのジレンマ 
	8.2. ニューヨーク州およびカリフォルニア州のAI倫理ガイドラインと「グラスボックス」監督 
	8.3. 秘匿特権（Attorney-Client Privilege）喪失の最新リスク：United States v. Heppner事件 

	9. 結論および将来展望：戦略的アーキテクトとしての法務・知財部門への移行 
	引用文献 



